
 

- 1 - 

事  後  評  価  書 

事 業 名 国道３６８号上野名張バイパス 事 業 区 分 道路事業 室 名 道路整備室 

昭和６３年～平成１１年 １４，４２１百万円（負担率：国50：県50：他0） 
事業概要 

工 期 

(下段 

当初) 昭和６３年～平成１１年 

全体事業費 

(下段当初) １３，９７１百万円（負担率：国50：県50：他0） 

事業目的及び内容 

■当該事業区間の概要と事業着手時の状況 

一般国道３６８号は、三重県伊賀市を起点として、一部奈良県を通過し、三重県多気郡勢和村

に至る延長７２ｋｍの三重県西部を南北に縦断する幹線道路です。 

このうち伊賀地域の主要都市である旧上野市と名張市を結ぶ区間は、地域の交流を支える道路

であるとともに、中勢地域と伊賀地域への幹線道路を結ぶ国道１６５号と中京圏と近畿圏を結ぶ

大動脈である名阪国道を連絡する幹線ネットワークを形成し、地域の社会経済活動を支える重要

な道路です。また、同時に通勤・通学、普段の買い物など地域住民の生活道路としても重要な役

割を担っています。 

事業化された昭和５４年当時は、高度成長期から安定成長期に入り社会が発展していく中で、

名張市は大阪のベッドタウンとして開発が進み著しい人口増を示し、また旧上野市は名阪国道に

隣接する伊賀地域の主要都市として発展し、交通量も年々増加していました。 

そのような中、伊賀地域の発展を支える重要な社会基盤として幹線道路の整備が急がれたとこ

ろです。 

 そこで、国道３６８号の旧上野市と名張市間において交通量が増加し、朝夕の通勤時間帯に渋

滞が発生している状況の中、特に集落内を通過し沿道には商業店舗等が立地しており、歩道と車

道の分離がなされていない名張市西田原から名張市蔵持町原出までの区間延長４．５ｋｍについ

て昭和５４年に一部着手し、次に旧上野市菖蒲池から旧上野市安場までの区間を合わせ国道３６

８号上野名張バイパス延長９．４ｋｍとして一本化して昭和６３年に事業化しました。 

 

■事業の目的と内容 

 当上野名張バイパスは、伊賀地域の主要都市である旧上野市と名張市間の交通混雑を解消し両

市の連絡を強化することで、幹線道路ネットワークを確保し、地域社会の発展に寄与します。ま

た、現道の交通量を減少させ、沿道集落の生活道路として安全性を向上させます。 

 当バイパスは平成８年度に第２次緊急輸送道路に指定されおり、当該区間の整備により災害時

における救助・救援及び緊急物資の供給に必要な輸送路を確保します。 

 なお、全体計画としては４車線で計画していますが、事業効果の早期発現のため暫定２車線で

事業化し、平成１２年に完成、供用しています。 

 

■その他 

名張都市計画においては、昭和５３年に国道３６８号として計画決定されています。 

当上野名張バイパスは平成１０年度に再評価を行っています。当バイパス区間内の一部延長４

．５ｋｍについて昭和５４年から着手していますが、上野名張バイパス全体区間延長９．４ｋｍ

としては昭和６３年度から事業化しているため事業開始時期は昭和６３年からとしています。 

なお、前回の再評価時点では、算定方法が確立していなかったことから費用対便益比は算定し

ていません。今回算定しました費用便益比は昭和５４年度から供用までに投入した事業費を基に

算定しています。 

全体事業費の内訳としては、全体事業費１４４億２千１百万円の内、用地・補償費が約４８億

６千５百万円となっています。 

１．事業の効果    

 バイパス整備前の旧道の交通量は約２万１千（台／日）で、バイパス開通後の交通量は新道・旧道合わせて２万４

千（台／日）に大幅に増加しました。費用便益比「１７．０」となり当事業は多大な整備効果を発揮しています。 

 また、バイパス整備前の旧道交通量は２万１千（台／日）でしたが、開通後のバイパスの交通量は１万８千（台／

日）、旧道の交通量は６千（台／日）となり、旧道の交通量がバイパスに転換したことにより旧道の沿道環境の向上

にも寄与しています。 

 名張市都市計画では当該バイパスは近鉄桔梗ヶ丘駅周辺の都市計画道路として位置づけられており、沿道には、土

地区画整理事業で整備された「桔梗が丘西」の他、「さつき台」、「緑が丘団地」といった住宅団地、近隣には「八

幡工業団地」、「蔵持工業団地」、「三ツ池工業団地」といった工業団地が整備され、約６千４百人の人口増と４９

社が立地しており、地域の社会経済の発展、街づくりに大きく寄与しています。 
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２．事業の環境面への配慮及び事業による環境の変化  

 当上野名張バイパスは、丘陵地を進むルートであるため、開削して出来た切土法面については、環境面に

配慮し、厚層基材を吹き付け、緑化しています。 

 また、計画４車線、延長９．４ｋｍの整備計画であることから、本県の環境影響評価条例（平成１１年６

月施行）では環境アセスメントを実施すべき規模の道路ですが、事業着手時（昭和６３年当時）では、環境

影響アセスメントは要綱で運用されており、要件に該当しないことから環境アセスメントを行っていません

。このため、事業着手時に希少種等の生物に関する調査を行っておらず、当事業による自然環境への変化を

確認出来ない状態にあります。しかし、開通後の平成１４年度に本県環境森林部が行ったバイパス近隣での

動植物調査で、ギフチョウ、オオタカ、タガメ、メダカ、サンショウウオ、キキョウなどの希少種の生息が

確認されていることから当事業による自然環境への影響は少ないと判断しております。 

今後同様の事業を行う場合、環境影響評価を行い環境に配慮した事業執行を図ります。 

リサイクルへの取り組みとしては、道路舗装において平成６年から路盤材、アスファルト合材に再生材を

使用し、循環型の材料を使用することで環境に配慮した施工を行っています。 

３．事業を巡る社会経済情勢等の変化  

名張市の人口は昭和５５年の４万４千人から平成１５年の８万３千人とほぼ倍増しています。また、旧上

野市及び名張市の製造品出荷額等は、昭和５５年の２千億円から平成１５年の５千６百億円と２．８倍増と

なっています。 

人口の増加、産業の発展に伴い当区間の交通量は、昭和５３年の６千８百（台／日）から２万４千（台／

日）と約３倍増、大型車交通量も昭和５３年の約１千１百（台／日）から平成１２年の約３千５百（台／日

）と約３倍増となっています。 

これらのことから、当事業は伊賀地域の社会・経済・生活を支える基盤として大きな役割を果たしていま

す。 

４．県民の意見  

■当該道路に関する県民の皆様の意見を集めるため、次の方法でアンケートを実施しました。 

①当該道路の沿道住民：アンケート用紙の配布・回収 

②その他の道路利用者：伊賀市・名張市の市民センター（沿道の地区を除く）へのアンケートボックスの

設置、ホームページを利用したアンケート調査（名張市、伊賀市、伊賀県民局） 

 

■結果の概要 

約４，８００名から回答を頂いています。内訳としては、沿道住民の方が約４，０００人、その他の道 

路利用者の方が約８００人です。 

●上野名張バイパスの評価 

・「非常に満足」、「やや満足」を合わせて約７７％が満足しています。 

その主な理由として、「渋滞の緩和」、「走行時間短縮」、「利便性の向上」、「走行の快適性」、「

歩道の設置」を選択しています。 

・一方、「非常に不満」「やや不満」を合わせて９％が不満を持っています。 

その主な理由として、「依然として渋滞が発生する」、「地域の案内標識が足りない」、「完成までに

２２年間を要している」を選択しています。 

・開通後の旧道に関する沿道住民の意見としては、 

旧道の交通渋滞の減少について、「とても思う」「多少思う」を合わせて６６％、住環境の改善につい

て「とても思う」「多少思う」を合わせて５１％、旧道の安全な走行、歩行について「とても思う」「

多少思う」を合わせて５６％となっています。 

 

●個別な不満意見 

①国道３６８号の伊賀市～名張市間は依然として朝夕に渋滞が発生していることから、渋滞に対しての

不満が１２３件、早期の４車線化を望む声が１４８件と非常に多く、４車線化を望む声１４８件の内

、特に旧道と現道が合流する伊賀市菖蒲池から名阪国道インターまでの区間の４車線化を望む声が４

２件と多くなっています。 

②その他、夜間道路照明がなく暗い９７件、運転マナーが悪い７６件、信号機の設置状況が悪い７０件 

   などの意見を頂きました。 
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５．今後の課題等  

■国道３６８号伊賀市～名張市間の課題と対応 

①早期の４車線整備 

当バイパス区間を含めて国道３６８号伊賀市～名張市間は、上野名張バイパスを暫定２車線で供用した

ものの、交通量の急激な増大から依然として朝夕渋滞・混雑している状況です。このため地域からは４車

線化が求められており、アンケートの結果もこれを裏付ける形となっています。特に上野バイパスが合流

する伊賀市菖蒲谷から名阪国道インターチェンジまでの区間は早期整備が求められており、現在４車線化

整備を進めているところです。今後は早期の４車線供用に向け進捗を伸ばすことが課題と考えています。 

②適切な道路照明の設置 

 アンケートの個別意見として、夜間道路が暗いというご指摘を多く頂いています。道路照明は夜間の安

全な交通を確保するため交差点などへ設置することとしていますが、維持管理費もかかることから交通量

、交差状況などを勘案し、設置を進めているところです。そこで頂いた意見を課題として現地の状況を確

認し道路照明の設置を検討したいと考えています。 

③案内標識の設置 

 不満点の項目として「地域の案内標識が足りない」が多く選択されていることから、現況の案内標識を

確認し、適切な誘導がはかれるような案内標識の設置を検討します。 

④その他「信号機の設置状況が悪い」という個別意見を多く頂いていることから、信号機の設置状況につ

いては交差点における交通状況を確認し所管する公安委員会へ報告します。 

■道路事業への課題 

今回のアンケートで多く選択された不満項目、「依然として渋滞が発生する」、「完成までに２２年間

を要している」や個別の意見（渋滞に対する不満、早期の４車線化望む声）を踏まえて、今後の道路事業

への課題としては、交通量の増加等へ的確に対応した道路整備計画の立案及び事業効果の早期発現に向け

た事業実施であると考えています。 

三重県では、計画的道路整備及び事業効果の早期発現を目指した重点的・効率的投資を行うため、平成

１５年度に「新道路整備戦略」を策定しています。「新道路整備戦略」は５年ごとに見直しを行うことと

なっており、見直しにあたっては今回の課題を踏まえ、財政状況を勘案しながら、道路状況、時代のニー

ズに的確に対応した計画となるよう努力してまいります。 
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